
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜市立大学 
YOKOHAMA CITY UNIVERSITY 

薬剤師レジデントプログラム募集要綱 
（附属病院コース・市民総合医療センターコース） 

【研修目標】 

大学病院での薬剤臨床業務を通じて、 

Ｇｅｎｅｒａｌｉｓｔとしての薬剤師の基礎能力を習得するとともに、 

医療人としての倫理観を身につけることを目標とする。 

 

 

【研修内容】 

臨床薬剤業務一般及び臨床研究・学会発表 



【施設概要】 

 

● 横浜市立大学附属病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

 

  

 

 

 

  

標榜 

特定機能病院 

地域がん診療連携拠点病院 

災害拠点病院 

エイズ治療中核拠点病院 

がん専門薬剤師研修認定施設 

緩和医療専門薬剤師研修施設 

HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成研修施設 等 

病床数 
６７４床 

一般：６３２床（臨床試験専用 20 床含む）、精神：２６床、結核：１６床 

標榜 

地域がん診療連携拠点病院 

災害拠点病院 

高度救命救急センター 

神奈川県周産期救急基幹施設 

神奈川県総合周産期母子医療センター 

地域医療支援病院 

神奈川県精神科救急医療基幹施設 等 

病床数 
７18 床 

（一般：６７６床、精神：42 床） 

【薬剤部】 

  職員数 

 薬剤師 54 名*（正職員 46 名、レジデント 8 名）、事務職員 4 名 *産育休中職員除く 

  専門・認定薬剤師 

がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師、外来がん治療認定薬剤師、緩和薬物療法認定薬剤師、感染制

御認定薬剤師、抗菌化学療法認定薬剤師、妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師、腎臓病薬物療法認定薬剤

師、救急認定薬剤師、小児薬物療法認定薬剤師、NST 専門療法士、老年薬学認定薬剤師、認定 CRC、災害

医療認定薬剤師、周術期管理チーム認定薬剤師など 

 

【薬剤部】 

  職員数 

薬剤師 61 名*（正職員 43 名、非常勤職員 11 名、レジデント 7 名）、事務員 6 名 *産育休中職員除く 

  専門・認定薬剤師 

がん指導薬剤師、がん薬物療法専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師、外来がん治療専門薬剤師、緩和医

療暫定指導薬剤師、緩和薬物療法認定薬剤師、感染制御認定薬剤師、HIV 感染症薬物療法認定薬剤師、抗

菌化学療法認定薬剤師、妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師、救急認定薬剤師、小児薬物療法認定薬剤師、

NST 専門療法士、老年薬学認定薬剤師、認定 CRC、周術期管理チーム認定薬剤師 など 



【薬剤師レジデント制度概要】 

 

 

 横浜市立大学レジデントプログラム 

病院毎のコース制度（附属病院コース、市民総合医療センターコース） 

 * 基本的には各病院単位での研修 

* 途中短期の交換研修あり 

 

 

 研修期間 

 2 年間 

 

 

● 研修内容【共通】 ＊各コースにて詳細については異なる場合があります 

 

 《前期研修》 

 目標： 薬剤業務全般における一般的知識及び技術の習得 

  病棟薬剤業務に必要な一般的技能の習得 

 内容： 

  一般調剤、注射調剤、抗がん剤無菌調製、ＴＰＮ無菌調製、持参薬鑑別業務、 

  製剤業務、麻薬業務、手術室業務、ＤＩ業務など薬剤部業務全般 

  病棟薬剤業務準備、薬剤管理指導業務準備、病棟薬剤業務（３か月×２病棟） 

  2 病院交換研修（1 か月）、学会発表、臨床研究準備 

  2 病院合同研修会、大学内・院内各種研修会の参加、学会参加 

 

 《後期研修》 

 目標： 臨床薬剤師に必要な薬物療法における高度な薬学的知識・臨床知識の習得 

 内容： 

  前期研修にて研修した薬剤部業務全般 

  病棟薬剤業務、チーム医療、コース選択（がん化学療法、医薬品情報など） 

  学会発表、臨床研究 

  論文研修、大学内・院内各種研修会の参加、学会参加 

 

 

 

  



【横浜市立大学レジデントプログラムの特色】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

レジデントフォローアップ体制の充実 

他院にてレジデント経験のある職員又は先輩レジデントが、レジデント

生活上のフォロー、研修上のフォローを行います。 

困ったことは何でも相談できる立場として皆さんをフォローします。 

大学内・病院内の各種研修会の充実 

意欲あるレジデントのみなさまを職員一同全力でサポートいたします。 

ご興味のある方はぜひ応募ください。 

医療安全講演会、感染対策講演会をはじめ、臨床研究セミナーなど、

各種研修会については自由に参加いただけます。 

大学病院ならではの教育体制にて研修をフォローします。 

プレゼンテーション能力向上・学会発表の支援 
定期的に症例報告などのプレゼンテーションを行うことで、 

能力向上を目指します。 

２年次には学会発表も行います。学会発表の経験を有する指導薬剤師

がテーマの選定からサポートします。 

2 病院合同研修会の開催 
附属病院、センター病院で合同の研修会を開催します。 

それぞれの病院の強みを活かし、専門認定等の資格を有する薬剤

師が講師になり、基礎知識を講義します。 



多様な抗がん剤治療への寄与 

妊婦・授乳婦の薬の不安を取り除く 

【各病院コースの特色】 

附属病院コースの特色 

「なんでもできる」を支える環境が、当院にはあります。   

 

 当学では、レジデントプログラムの研修目標の 1 つの柱を、「Generalist を育成する」ことに据えています。薬剤師

としての Generalist とは、どんな診療科、どんな分野の医薬品に対しても、適切な薬学的介入ができる素養・下地を身

につけている人を指すと我々は考えます。 

 当院は、一般的な内科・外科領域からがんゲノム診療科・遺伝子診療科のような特色のある領域まで、幅広い分野

の 38 診療科から成り立っています。そのすべての領域の医薬品について、当薬剤部では責任ある介入を行っていま

す。レジデントプログラムに関しても、「ある特定領域を深く」ではなく、「幅広い分野を広く」研鑽してもらうことを主眼とし

て取り組んでいます。もちろん、各領域には Specialist として専門性を持った認定・専門薬剤師を配置していますので、

「広く、深く」学ぶことも可能です。 

 「なんでもできる」薬剤師への道を、当院で始めてみませんか？ 

 

 

 

 
当院は、地域がん医療の中核を担うがん診療連携拠点

病院に指定されており、一般病院では治療が難しいがん
種の治療も行っています。2022 年時点で 20 診療科の
83 がん種に対して化学療法のレジメン（治療プロトコル）
が登録されており、薬剤部はその全ての登録審査の事務
局となりレジメンの薬学的妥当性を評価しています。 
登録されたレジメンに基づき院内で施行される化学療法

については、薬剤部にて無菌調製を行っており、安全なお
くすりを患者さんへ提供できるよう尽力しています。 
また、臨床だけでなく、がん専門薬剤師研修施設として、

質の高いがん薬物療法の実践ができる「がん専門薬剤
師」の育成を行っています。 

 

 

 

 

 

 
当院は厚生労働省事業「妊娠と薬情報センター」の神奈川

県内唯一の拠点施設です。薬剤師は、妊婦や挙児希望の女
性に対し専門外来でのカウンセリング業務や、多施設共同研
究への協力などを行っています。妊婦・授乳婦薬物療法認定
薬剤師も在籍しており、院内への情報提供だけでなく、地域
薬剤師会での講師なども務め、啓発活動等も行っています。 
妊婦・授乳婦の薬物療法は情報も限られていることから、

薬剤師の介入が重要となる領域の一つです。 
どの診療科においても、妊婦・授乳婦が受診する可能性は

あります。診療科横断的に、薬剤師が医薬品の安全な使用
に貢献できる分野です。 
 

 

  



「自分の担当」・「自分の診療科」にとどまらない情報共有 

「学びたい」を「勉強会」に昇華する 

 

 

 

 
当薬剤部では、２０１4年より病棟薬剤業務実施加算を算定

しています。病棟に従事する時間が増えるに伴い、病棟担当
者は、「自分の病棟」、「自分の診療科」にばかり頭がいってし
まいがちです。 

我々は、担当・診療科を超えた横断的な情報共有に力を
入れています。 

例えば、薬剤師が行った疑義照会はデータベースに蓄積
され、定期的に部内勉強会で共有を行います。これにより、
個々の能力に応じた疑義照会内容を、部内全体のものとして
共有していくことが可能となります。 

また、薬剤関連でのインシデント・アクシデントについても
部内全体で共有します。インシデントの再発防止策の検討や、その周知についても、部内全体で共有すること
で、漏れのない安全管理に繋がっています。 

個々が研鑽した実力を、部内全体で共有することで、組織全体として、領域横断的な力のレベルアップを
図っています。 

 

 

 
 

 
 
 「この領域に興味はあるけれども、何から勉強していいかわからない」 
 こうした疑問を自分たちで解決するために、当薬剤部では「有志」が募って若手職員向けに勉強会を行う風
土があります。 
 がん領域の免疫関連副作用（irAE）やアピアランスケアについて、緩和ケア領域ではオピオイドの導入・増
量・減量の原則やスイッチングについて、感染領域では診療科特有の感染症と抗菌薬マネジメントについて
など、多くの分野で専門力を持った薬剤師が企画した勉強会を行った経験があります。 
 「与えられた勉強会」だけでなく、「自分たちで作る勉強会」が、当院では実現可能です。 

 
 

 

「医学部がとなりにあること」の強みを生かして  

 

 附属病院は、横浜市立大学福浦キャンパス内にあり

ます。同キャンパス内には、横浜市立大学医学部・同

大学院医学研究科が配置されています。 

 「距離的に近い」だけでは強みとは言えません。当

薬剤部では、近接する医学部との交流も盛んに行って

います。医学部生への薬理学に関する講義を通じ、医

学教育への寄与も行っていますし、看護大学院での講

義で看護師教育にも携わっています。 

各教室が医薬品に関する臨床研究を行う場合に、

共同研究として研究へ参加することもあります。 

 また、医学部主催の研修会、勉強会にも参加することができますし、薬の相談のために各教室に足を運ぶことも可能

です。 

 「医学部がとなりにあること」を生かして、深みある研修にぜひご参加ください。 

 

 



救急・集中治療に薬剤師の専門性を活かす 

 

がん治療の一角を担う薬剤師外来 

ハイリスクな出産や新生児をサポート 

 

【各病院コースの特色】 

市民総合医療センターコースの特色 

救急医療からがん治療まで広く活躍できる Generalist を目指して  

 

市民総合医療センターは大学病院として高度専門医療を提供するとともに、地域救急医療の「最後の砦」として 

緊急性の高い患者さんや重症患者さんの救急診療を行っています。救急・集中治療をはじめ様々な領域の症例につ

いて、各専門知識を持つ薬剤師が指導を行い幅広い領域で活躍できる Generalist を育成します。 

 

 

 

 

高度救命救急センターは、3 次救急医療機関、横浜市重症外傷センター

に指定され、重症外傷、熱傷、中毒、循環不全（ショック）等の治療を行って

います。薬剤師は EICU、救命病棟、救命後方病棟の 3 病棟に配置され、

日々刻々と変化する患者さんの状態をモニタリングし、安全で効果的に薬

を使用できるように努めています。豊富な症例から、重症患者の集中治療

における薬学的管理について習得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 一部のがん治療において医師の診察前に薬剤師が面談する「薬剤師外来」を   

 行っています。 

薬剤師外来では、医師の診察前にがん領域の専門・認定薬剤師が面談を

行い、がん治療を円滑に行うために必要な支持療法を考察・医師へ提案して

います。知識と判断力が問われる業務ですが、抗がん剤治療の副作用をマネ

ジメントすることで患者さんの苦痛を軽減し治療の効果を高め、チーム医療の

一員として患者さんの治療をサポートしています。レジデント期間での研修も

予定しています。 

 

 

 

 

 

総合周産期母子医療センターでは、神奈川県周産期救急システムの基幹病院として多くの産科救急・新

生児救急患者を受け入れています。担当薬剤師は新生児特定集中治療室（NICU）における処方内容の確

認や薬物投与設計（TDM）を行っています。また薬物治療を継続しながら母乳育児を行う場合は、母乳への

移行性など随時薬剤情報提供を行っています。NICU を中心に、周産期領域における薬剤師の関わりを学

びます。 

 

 

 

 

 

 



移植医療へ薬剤師として関わる 

 

 

 

 

 当院は横浜市唯一の腎移植実施施設です。腎移植では、免疫抑制剤をはじめとした多くの薬剤が使用され

ます。また、退院後も長期に渡る服薬継続が求められます。担当薬剤師は各薬剤のモニタリングや服薬指導を

行い、腎移植を支えています。移植に関連する一連の薬学的管理や服薬指導について研修します 

 

 

 

 

「地域に根差した病院」で学ぶ医療連携  

 

当院は地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院の指定を受け

た、地域密着型の大学病院です。 

薬剤部は長年に渡り地域薬剤師会との協議会を継続しており、近年では

処方せんへの検査値記載や、トレーシングレポートを活用した患者情報共有

を行うなど積極的に薬薬連携を行っています。がん領域においては研修会

や薬剤部ホームページでのがん化学療法レジメンの公開に取り組み、令和

2年度には診療報酬改定において当院をモデルとした「連携充実加算」が新

設されました。今後の医療現場では地域との医療連携充実が重要視されて

います。当院での先進的な医療連携を学んでみませんか。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 附属病院コース 

横浜市立大学附属病院 医学・病院統括部 職員課 職員担当   

 

 市民総合医療センターコース 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 管理部 総務課 人事担当 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 10 月作成 


